
経尿道的膀胱腫瘍切除術(TUR-BTパス)（3泊4日） 患者用

月日

経過

・手術の必要性が理解でき、手術に望むこと

・手術着に着替えてから点滴をします

・朝から食べたり、飲んだりしないで下さい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

排泄

・入院書類や持参薬は病棟看護師に ☆義歯・眼鏡・補聴器・時計・指輪・ネックレス ・おしっこに血液が混ざっていたり、出ないこと

☆入院までに、マニュキュア（手・足）を

　　落としてください 　受診日：　　　月　　　日（　　　）　　　　

ＩＤ：　　　　　　　　　　　　　氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　様　　　　主治医：　絹川敬吾　・　大田修平　　　　

/ / / /

入院日 手術日 1日目 退院日

・出血がない

　ができる ・退院条件が整い、退院指導が理解できる

・心電図モニターを翌朝まで装着します ・異常がなければ心電図を外します

目標達成

・治療内容を理解して前処置が受けられる ・術後の合併症がなく経過する

・点滴が１本あります

・手術用の靴下をはきます
・手術後、翌朝まで点滴をします

栄養 ・普通食または治療食 ・普通食又は治療食 ・普通食又は治療食・手術後、水分や食事の開始時間を医師に
　確認し、お知らせします

処置

薬

 ・中止する薬 ・指示された薬を少量の水で内服して下さい。・抗生剤の飲み薬が出ます

・医師に中止していた薬の再開確認を行い

　説明します

・自由です
・手術室でおしっこの管を入れます ・血尿の程度をみて、医師の許可が出たらおしっこの管を抜きます

　管を抜いた後におしっこが出たか必ず教えてください

安静 ・自由です
・手術前は自由です

自由です・手術後はベット上で過ごします

　

その他

　渡してください。 　　ピアス・ヘアピン・湿布等は外してください 　があれば病院に連絡してください。

・看護師が入院生活について説明します

・手術終了後、主治医から本人や家族に説明があります

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☆病状に応じてこのスケジュールは変更になる場合があります。ご不明な点がありましたら、看護師にお尋ねください。

・次回受診について看護師が説明します

・発熱や痛み、吐気があれば我慢せずにお知らせ下さい


